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蛍光体を用いたドシメータは放射線のエネルギーの一部を吸収し、蓄積する機能を持つ素子で

あり、個人被ばく線量計やイメージングプレート (IPs) に用いられている。CsBr:Eu は、IPs とし

て実用化されており単結晶や薄膜における研究報告がある[1,2]。近年、複合アニオン化合物が活

発に研究され、Cs(Cl,Br):Euはアニオン比によって発光波長や蛍光寿命の制御が可能であることが

報告された[3]。さらに当研究室では、同一の化学組成から成る透光性セラミックスと単結晶を比

較した際、透光性セラミックスの方が優れた輝尽蛍光特性を示すことを報告した[4]。しかしなが

ら透光性複合アニオンセラミックス Cs(Cl,Br)の報告はないため、本研究では手始めに放電プラズ

マ焼結 (SPS) 法により異なる Br/Cl比の透光性セラミックス Cs(Cl,Br)を開発し、結晶構造および

光学、シンチレーション、ドシメータ特性を調査する。 

 Fig. 1 にアニオン比を変更した Cs(Cl,Br)透光性セラミックスの XRD パターンを示す。Br/Cl 比

が 1:1 のサンプルは CsCl と CsBr のピークが混在していた。Fig. 2 に Cs(Cl,Br)透明セラミックス

の熱刺激蛍光スペクトルを示す。Cl/Br 比に依存せず全サンプルにおいて 450 nm 付近に発光を観

測し、これは CsBrの酸素不純物による発光波長と一致した[5]。本講演では、発光起源を特定する

ためシンチレーション減衰曲線や真空紫外励起での発光スペクトルについて詳細に報告する。ま

たドシメータ特性として熱刺激蛍光及び輝尽蛍光特性についても報告する。 

  

Fig. 1 The XRD patterns of Cs(Cl,Br) translucent 

ceramic samples. 

Fig. 2. The TSL spectra of the Cs(Cl,Br) 

translucent ceramic samples measured at 100°C 

after X-ray irradiations (10 Gy).  
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